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乾痕(5四脚狛｡止畠)(能登蹴玉)

干潟や手上棚た湖底もっと欝瀞こは水の祠れ淀水閲などの表馴こ窺

中形の翻虹濱が縦横碁ζ遺ってい墨のをみかはる写纂…重光罵飽壌の欝

外調蜜の際淀畿恕妻案出瀬をいう農業溺の溜滋で賜く嚢此花もので亀

るダム⑳鰹灘の淀め排水したあとの湖藤酬巴翰か毫戊禽然の繋ザ

イク模様の幾し慈善こ籍か虹て勿メラを淘げ怒ζのよう溶亀裂…妻観艦

あるいは範黎とも酬婁叙漏な妊り堆積物秘範く際蓉翻董減欄て表醐こ

多くの凝総め牢心湾葦で嚢る怒碗亀甲形の鰍順として生蝸のである

乾痕が地層のなかで畷襲蘭土に蝶籟砦の初生構遺として保存窓枇ている

ことがあリとくに乾燥地制こおいてしぱしばみられる(盛答霧之)�


